
様式第５号 

平成 30年度 自己評価・学校関係者評価 

 

学校番号 ７８ 学 校 名 
静岡県立浜松工業高等学校 

(全日制) 
記 載 者 大瀬 裕市 
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取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 
次の 100 年に向けた学

校の体制づくり 

全ての学科で授業

連携を実施 
Ａ Ａ 

科を超えた指導をすることは指

導者にとっても良いこと。是非、

実施してほしい。 

課題研究等での連

携と理工情報・理

工探求の具体的な

実践 

Ａ Ａ 

大変ですが、職員の能力・技術の

向上にもつながると思うので、で

きる限り努力してほしい。 

主体的な対話的な

深い学びの実践 
Ａ Ａ 

ＩＣＴ機器を利用した研修を重

ねている。 

実りある講演会・

発表会の実施 
Ａ Ａ 

ＳＳＨの生徒研究発表は大変良

かった。生徒にも良い経験になっ

ている。 

イ 

基礎基本の定着を図る

とともに、知的好奇心

の育成を図る。 

学年末での欠点保

有科目 

第１・２学年 10科

目未満 

第３学年 5 科目未

満 

シラバスの完成 

Ａ Ｂ 

学期末ではなく、日頃の指導で改

善できると思う。検討をお願いし

たい。 

年間平均貸出冊数 

2.0冊/人以上 
Ｂ Ｂ 

各教科で本を推薦する手段もあ

る。 

ウ 
生徒会を中心に生徒主

体の活動を拡大する。 

生徒会が企画した

事業の実施 

行事における生徒

の満足度 80％ 

Ａ Ａ 

行事における生徒の満足度 86%。

この結果から、生徒が満足してい

る様子が伺える。 

生徒による生徒会運営が積極的

に行われている。 

エ 

学校ホームページを有

効活用し、効果的な広

報活動を実施する。 

1 日の平均訪問回

数 500回以上 
Ａ Ａ 

継続してホームページの更新に

努力し、学校の広報として役立て

てほしい。 

オ 

進路課と連携した各学

年の緻密な生き方指導

の計画を策定する。 

就 職 内 定 率 

100％ 

国公立大学合格者 

25人以上 

Ｂ Ｂ 

進学対策は大変と思うが、対外的

評価は大きいので、指導をよろし

くお願いしたい。 
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カ 

基本的生活習慣を保証

するための安全かつ安

心な学校づくりを推進

する。 

重大な交通事故ゼ

ロ 

軽微な交通事故 15

件以下 

 

Ｂ Ｂ 

生徒数から考えれば、事故の件数

は少ないほうだと思う。しかし、

継続した指導をお願いしたい。地

域として何か協力できることは

ないか考えてみたい。 

あいさつがきちん

とできると回答す

る生徒 80％以上 

Ａ Ａ 

すばらしいことと思う。100%を目

指して頑張ってほしい。 

あいつさができることは社会人

として身に着けてほしいスキル

である。しっかり教育してほし

い。 

防災訓練を年間 3

回実施 
Ａ Ａ 

地域の防災訓練にも自主的に参

加するような雰囲気を指導して

ほしい。 

保健室だよりの発

行 

年間 10回以上 

Ａ Ａ 

保健室だよりを見たことがない

ので、資料として提供してもらえ

るとありがたい。 

各相談室員による

面談、年間 10回以

上 

Ａ Ａ 
計画的に実施され、面談が充実し

ている。 

キ 

本校の教育活動が円滑

に展開できるよう環境

整備を図る。 

営業日のネットワ

ーク稼働率 100％ 
Ａ Ａ 

ネットワークに対する知識が豊

富でしっかりと対策がとられて

いる。 

アンケート調査で

全員給食に関し

て、肯定意見を

80％以上にする。 

Ａ Ａ 

反対意見としてどのような意見

があるのか知りたい。 

全員給食は珍しいので、肯定意見

が多いことから継続してほしい。 

学校の施設（備

品・機械）につい

て「満足できる」

と回答する生徒

80％以上 

Ａ Ａ 
工業高校としての施設設備は充

実している。 

年２回の職員アン

ケートを行い、不

要・重複した職務

の洗い出しを行

う。 

Ａ Ａ 

アンケートはしっかり行ってい

る。今後意見に基づいた改善が迅

速にされると良い。 

ク 
生徒の意欲を引き出す

指導方法を確立する。 

授業公開での相互

授業参観２回以上 

生徒授業アンケー

ト２回以上 

Ｂ Ｂ 
アンケート結果も参考にすると

良いと思う。 

 


